2018年度㈳日本ITFテコンドー協会理事会議事録

2018年4月22日

・参加者

　忠岡会長　藤原副会長　金副会長（理事）　岸理事長　豊永理事　原田理事　清水理事　大竹理事　佐々木理事　芝上監事

　理事過半数以上の出席により、本会議が有効なものとする。

・各議題について

一般社団法人の更新について

　→理事・監事の任期が２年に変更

　→会長・副会長職の登記が可能か確認

会計報告

　→特になし

各エリアの報告

　→関東：人数は減少気味

　→静岡：静岡大学（浜松キャンパス）の学生が会員として入会。今後連携していきたい。

　→愛知：人数に変動なし。東海三県での連携を強化。

　→岐阜：人数に変動なし。試合参加者は増加傾向。

　→三重：常設道場を設立。三重大学にテコンドー部が発足。

　→関西：人数に変動なし。

　→学生：静岡大学（静岡キャンパス）が活動停止。新入生の入部具合は各大学良好。

世界選手権、およびワールドカップのヘッドコーチの任命

　→岸で決定。2019年4月のドイツ世界選手権まで。

□藤原理事

・東京オリンピック関連

　→コネクションがあるので、選考会等に出たい方は教えてください。

□豊永理事

・大会での

1,少年部とジュニア階級の見直し

　→検討中。データを元に最終的に詳細を詰める。

2,前日計量について

　→道場長が計量を確認の上、データを一括で送信すること。

3,競技時間の統一(注意時の時計管理を含む)

　→少年部は１分３０秒で統一。

4,反則(背面・下段・強打)の基準の確認

　→顔面強打…コントロールされていないパンチ

　→クリンチ…手のひら（グローブ）が相手に付いたらクリンチ（減点）

5,型競技の採点方法

　→ITFの規格を確認。

□岸

・ワールドカップの申し込みについて

　→ホテルが埋まってきているので、参加が決まっている人、もしくは検討中の人は早め

　　に教えてください。ホテルの予約のみ押さえます。キャンセルは６月末までOK。

・全日本、および全日本Jrの参加資格について

　→ジュニア・シニア共に有段者は選考なしで参加を可とする。

　→ジュニア・シニア共に有級者は都道府県連、もしくは協会が主催する大会にて入賞歴

のあるものが参加権を得るものとする。ジュニアは青帯以上、シニアは赤帯であるこ

とが必須条件。トゥルで入賞した者はトゥルの参加権を得る。マッソギで入賞した者

はマッソギの権利を得るものとする。マッソギは入賞していれば、階級は自由とする。

・新人戦の参加費について

　→5000円にするかどうかの検討。現状通り4000円でいく。

・他団体からの移籍者について

　→岐阜の坪井氏、他数名の道場長が移籍を希望している。移籍に関して問題は無し。

・マイティフィストの国内における扱いについて

　→仕入れの価格に関係なく、流通価格は守ることが会則。徹底すること。

